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１．システムの起動と終了

1.1.システムの起動

①

②

③

　【水土里情報入力システム.exe】をダブル
クリックします。または、デスクトップの
ショートカットをダブルクリックします。

　【ユーザ名】と【パスワード】を入力し
【起動】ボタンをクリックします。

　【ユーザ名】と【パスワード】が未設定の
場合は空欄のまま【起動】ボタンをクリック
します。

　システムが起動します。
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・「編集モード」と「参照モード」の機能比較

○

作図と削除
属性参照
検索 ○

編集モード 参照モード
○ ○
○ ○

印刷
保存

機　能

○ ○
○ ×

- 1 -　



1.2.システムの終了

③ 　「保存確認メッセージ」が表示されるの
で、「はい」をクリックすると変更内容が
保存され終了します。「いいえ」をクリッ
クすると保存せずに終了します。

　「終了確認メッセージ」が表示されるの
で、「はい」をクリックします。

①

②

　【終了】コマンドをクリックします。
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２．画面構成

①メインメニュー・ツールバー

②レイヤ操作ウィンドウ

③凡例ウィンドウ

④ナビゲーションウィンドウ

⑤マップウィンドウ

⑥テーブルウィンドウ
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①メインメニュー・ツールバー
　システムの操作や地図の表示・作図コマンド類です。

②レイヤ操作ウィンドウ
　地図の表示や非表示の操作を行います。

③凡例ウィンドウ
　色分け主題図の表示がされます。

④ナビゲーションウィンドウ
　全体図が表示されます。

⑤マップウィンドウ
　システムで読み込んでいる地図が表示されます。

⑥テーブルウィンドウ
　地図情報の属性を表形式で表示します。

⑦ステータスバー
　カーソルの座標値・ヘルプ・選択図形の種類(数)・選択図形のアイテムクラス(数)・
地図縮尺を表示します。

⑦ステータスバー
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３．地図操作

3.1.マウスによる操作

ズームイン ズームアウト パンニング

手前に回転 奥に回転

3.2.表示操作メニュー

①「画面操作ツールバー」ボタンをクリックします。

②表示操作や計測が行えるコマンドボタンが表示されます。

　インテリマウスのホイールを使用して、ズームイン・ズームアウト・パンニングが出
来ます。

ホイールを押し
たままドラッグ
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ズームイン 画面の縮尺が2倍になるようにズームインします。

ボックスズーム 矩形選択した領域が表示されるようにズームインします。

ズームアウト 画面の縮尺が1/2倍になるようにズームアウトします。

前に戻る 一つ前の画面を表示します。

次に進む 一つ後の画面を表示します。

虫眼鏡 虫眼鏡を使ったときのように虫眼鏡の中を拡大表示します。

マウススクロール マウスで指定した方向に地図をスクロールします。

パンニング マウスをドラッグして地図を直接連続的にパンニングします。

スケール指定
スケールを入力することにより現在表示されている地図の中心を基準
に指定されたスケールで表示します。

領域表示 表示されている全ての図形が表示されるようにズームします。

選択表示 選択した図形が全て表示されるようにズームします。
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3.3.計測機能について

①「画面操作ツールバー」ボタンをクリックします。

②表示操作や計測が行えるコマンドボタンが表示されます。

作図距離 ラインを作図して計測します。

選択面積 エリアを選択して計測します。

作図面積 エリアを作図して計測します。

選択距離 ラインを選択して計測します。
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４．作図

4.1.図形を作図する

・｢農地｣を作図する

｢エリア作図｣ボタンをクリックします。

作図ポイントをクリックして、終点までクリックし
たら｢Enter｣キーを押して確定します。

｢農地｣左横の｢＋｣をクリックします。

｢農地｣オーバーレイを選択し、ローカルメニュー｢カ
レントに設定｣をクリックします。

作図対象レイヤが｢農地_農地｣に設定されます。

①

②

③

④

⑤

- 6 -　

｢属性パネル｣が表示されるので属性を入力し｢更新｣
ボタンをクリックして確定します。⑥

⑤

図形を作図する場合は、作図する前に「どのレイヤ」に対して行うのかを決めておく必要がありま

す。上記②「カレントに設定」参照。
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4.2.付箋を作図する

テキストを入力して｢ＯＫ｣ボタンをクリックし
ます。

背景色は｢赤・青・黄｣の三種類から選びます。

①

②

③

｢付箋作図｣ボタンをクリックします。

｢付箋｣を作図したい位置にカーソルを近づけて
クリックします。
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・｢付箋｣の編集と削除

●編集
方法1) ｢付箋｣を選択してローカルメニューから｢付箋/①編集｣を選択します。
方法2) ｢付箋｣のピン先部分でダブルクリックします。

●削除
方法1) ｢付箋｣を選択してローカルメニューから｢付箋/②はがす｣を選択します。
方法2) ｢付箋｣を選択して｢Delete｣キーを押します。
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4.3.作図方法について

・作図はコマンドボタンから実行します。

・作図コマンド一覧

ポイント

①

②

｢作図メニューの表示｣コマンドをクリックしま
す。

｢作図メニュー｣が表示されます。

ライン

テキスト

ポイント２点

点を 点 矩 を作 す

地上点を１点クリックしてポイントを作図します。

地上点を２点クリックして角度をつけてポイントを作図し
ます。

地上点を１点クリックしてテキストを作図します。

地上点を複数点クリックしてラインを作図します。

- 8 -　

エリア(長方形)

エリア(多角)

地上点を２点クリックして矩形を作図します。

地上点を複数点クリックしてエリアを作図します。
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５．図形の編集

5.1.図形を移動する

5.2.図形を削除する

①

移動対象の図形を選択しローカルメニュー
の｢移動(1点指示)｣を選択します。

②
移動先をクリックします。

①

削除対象の図形を選択します。
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②
｢削除｣コマンドボタンをクリックします。

※｢Delete｣キーを押しても同様です。

確認メッセージが表示されるので｢はい｣を
選択します。

　　　　　ボタンでアンドゥ・リドゥが行
えます。

③
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5.3.図形の頂点を移動する

実行例）

①

作業対象のオーバーレイのステータスを｢編集可
能｣に設定します。

図形を選択します。

図形の頂点が｢○｣になります。

移動させたい頂点にカーソルを移動し｢＋｣になっ
たらドラッグします。(カーソルが矢印に変わっ
たらドラッグを解除します。)

②
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移動先にカーソルを合わせたらクリックします。
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5.4.図形の頂点を追加する

①

作業対象のオーバーレイのステータスを｢編集可
能｣に設定します。

②

図形を選択します。

③

頂点を追加したいライン上にカーソルを合わせ｢L
ﾗｲﾝ｣と表示された状態で｢Ctrl｣を押しながらク
リックします。
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④

頂点が追加されます。
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5.5.図形の頂点を削除する

①

作業対象のオーバーレイのステータスを｢編集可
能｣に設定します。

②

図形を選択します。

③

削除したい頂点にカーソルを移動し｢＋｣になった
らクリックします。

頂点が｢●｣の表示になったら｢BackSpace｣キーを
押します
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押します。

④

頂点が削除されます。
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5.6.図形の｢コピー｣・｢切り取り｣を行う

・異なるオーバーレイ間で｢コピー/貼り付け｣を行う

・異なるオーバーレイ間で｢切り取り/貼り付け｣を行う

①

コピー先のオーバーレイをカレントに設定しま
す。

②

図形を選択しローカルメニューの｢複製メニュー｣
｢①コピー/貼り付け｣を選択します。

カレントオーバーレイに図形がコピーされます。

①

コピー先のオーバーレイをカレントに設定しま
す。
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②

図形を選択しローカルメニューの｢複製メニュー｣
｢②切り取り/貼り付け｣を選択します。

カレントオーバーレイに図形が移動します。
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６．属性の参照と更新

6.1.属性パネルに属性を表示する

・｢施設属性表示｣コマンドボタンで属性を表示させる

施設をクリックして選択状態にします。

｢施設属性表示｣コマンドボタンをクリックします。

施設の属性情報を参照します。値を入力して｢更新｣ボタンをクリック
すると情報が更新されます。

①

②
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・｢施設｣をダブルクリックして属性を表示させる

・ローカルメニューから属性を表示させる

施設にマウスカーソルを移動しダブルクリックしま
す。①

施設を選択した後、マウスの右クリックでローカルメ
ニューを表示させて｢①情報｣をクリックします。①

ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ
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6.2.属性リストパネルに属性を表示する

6.3.属性の更新について

・｢属性パネル｣からの更新

｢属性パネルを｣表示させて、値の入力・編集を
行ったら｢更新｣ボタンをクリックして確定しま
す。

①

②

③

施設をクリックして選択状態にします。

｢施設属性リスト表示｣コマンドボタンをクリックし
ます。

｢属性リストパネル｣が表示されます。

複数の図形を表示させたい場合は、

｢Shift｣を押しながらつづけて図形をクリック

ポイント
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・｢属性リストパネル｣からの更新

｢属性リストパネルを｣表示させて、値の入力・
編集を行ったら｢更新｣ボタンをクリックして確
定します。

どちらかの「更新」ボタンをクリック
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７．検索

7.1.属性を指定して検索する

・大字と地番を指定して検索を行います。
検索地番は「大字Ａ100-1」とします。

① ｢検索｣ボタンをクリックします。

検索するレイヤを選択します。
　例では｢農地｣・｢農地｣を選択します。

事前に検索するレイヤを｢カレント｣に設定し
ておくと、この操作は省略できます。

③ ｢検索項目｣リストで｢大字｣を選択し、｢条件｣
を｢等しい｣、｢値｣を｢大字Ａ｣と入力して｢条件
1追加｣ボタンをクリックします。

　｢検索項目｣リストで｢地番｣を選択し、｢条
件｣を｢等しい｣、｢値｣を｢100-1｣と入力して｢条
件1追加｣ボタンをクリックします。

②
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④ 完全に一致するものを検索するため、ここで
は｢かつ｣を選択します。

｢検索開始｣ボタンをクリックします。

⑤ 検索が完了すると、｢施設属性リストパネル｣
が表示され検索結果の確認が出来ます。
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7.2.「検索結果パネル」の操作について

検索で見つかった図形情報は｢検索結果パネル｣で一覧表示され、様々な操作が行えます。

・属性を変更します

・検索された図形のみを表示します。（フィルタ設定）

｢検索結果パネル｣に直接値を入力
し、｢更新｣ボタンをクリックする
と属性の変更が出来ます。

｢フィルタ設定｣ボタンをクリック
し、検索結果の図形のみを表示し
ます。もう一度クリックすると
フィルタ(表示制限)を解除しま
す。
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・指定した図形を画面の中心に表示します。

・情報をExcelに出力します。

｢検索結果パネル｣の左端の番号を
クリックして選択状態にした後、｢
表示｣ボタンをクリックすると選択
した図形を画面の中心に表示しま
す。

｢エクセル｣ボタンをクリックする
と情報をExcelに出力します。
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８．住所検索

8.1.大字・地番で位置検索する

国土交通省の街区レベル位置参照情報のデータを利用した住所検索を行います。

8.2.起動時に住所検索フォームを表示する

①

②

｢住所検索｣コマンドボタンをクリックし
ます。

｢住所検索フォーム｣が表示されるので、
条件をリストボックスから選んで｢位置表
示｣ボタンをクリックします。

①

②

｢検索｣タブを選択し｢システム起
動時に表示する｣を選択し｢OK｣ボ
タンをクリックしてパネルを閉
じます。

｢環境設定｣コマンドボタンをク
リックします。
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｢保存｣コマンドボタンをクイッ
クします。

次回起動時から｢住所検索パネ
ル｣が表示されます。

③
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９．オーバーレイ操作

9.1.オーバーレイの表示・非表示を行う

9.2.オーバーレイの順番を入れ替える

①

子オーバーレイのアイコン部分をクリックすると｢表
示｣｢非表示｣の切り替えが出来ます。

①

移動させたいオーバーレイを選択します。

｢Ctrl｣キーを押したまま、移動先までドラッグしま
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②

｣ を押 、移動先 ラ
す。

親オーバーレイも同様の操作で移動が出来ます。
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9.3.親オーバーレイの右クリックコマンドについて

・ツリーの親オーバーレイを選択して右クリックを行うとメニューが表示されます。

・｢親｣ローカルメニューの機能一覧

表示

非表示

子オーバーレイ全てを表示または非表示にします。

アイコンをクリックすると同様の操作ができます。
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削除

新規にオーバーレイを作成します。
親内の最下位に追加されます。

オーバーレイ追加

子オーバーレイが全て削除されます。

オーバーレイノート一括設定 オーバーレイノート設定を一括で行います。
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9.4.子オーバーレイの右クリックコマンドについて

・ツリーの子オーバーレイを選択して右クリックを行うとメニューが表示されます。

作図対象のレイヤを指定します。

選択レイヤ上の図形を全て選択します。

選択レイヤ上の図形が全て表示されるよう画面表示しま
す。

領域表示

カレントに設定

アイテム選択
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ステータスを編集可能に設定します。

選択レイヤ以外のレイヤを表示のみにします。

フィルタ(表示制限)を解除します。

非表示

マイレイヤーヒット

フィルタのリセット

編集可能

選択レイヤの作図方法やペンの設定などを行います。

シミュレーションレイヤ作成

テーブルウィンドウ表示

削除

オーバーレイノート

ヒット可能
ステータスをヒット可能に設定します。

ステータスを表示のみに設定します。

ステータスを非表示に設定します。

表示のみ

テーブルウィンドウを表示します。

選択レイヤを削除します。(カレントは削除不可)

シミュレーションレイヤを作成します。
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9.5.オーバーレイの標準色を変更する

・図形の｢色・線種・太さ・｣などの設定を行います。

設定例) ・ペンの色：赤
・ペンの太さ：0.2mm
・塗りつぶし：黄(ベタ)

①

②

子オーバーレイを選択してローカルメニューの｢オーバー
レノート｣をクリックします。

　　や　　ボタンをクリックして｢ペン｣｢ブラシ｣の設定
をします。
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｢ペン編集画面｣ ｢ブラシ編集画面｣
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１０．シミュレーションレイヤ

10.1.シミュレーションレイヤを作成する

シミュレーションレイヤを作成して、図形の編集が行えます。

①

基となるオーバーレイを選択しローカルメ
ニューの｢シミュレーションレイヤ作成｣を
選択します。

②

確認メッセージが表示されるので｢はい｣を
選択します。
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③

｢農地シミュレート１｣が作成されます。

作成されたシミュレーションレイヤには図形はコピーされません。

後から図形を作成またはコピーする必要があります。
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１１．主題図

11.1.主題図の右クリックコマンドについて

・｢主題図｣ローカルメニューの機能一覧

主題図を表示または非表示にします。

アイコンをクリックすると同様の操作ができます。

表　示：　　　や

非表示：　　　や

削除
主題図を削除します。

表示

非表示
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１２．データベースの利活用(外部システム連携)

Microsoft Access(2007は未対応)のテーブル、クエリの情報を地図から参照・編集ができます。

12.1.外部システムのデータベース情報を参照する

図形の｢属性パネル｣を表示します。

｢農地管理情報｣ボタンをクリックします。

①

本機能を利用するためには事前にデータベースの接続設定が必要です。

設定方法は｢17.その他 17.1データベースの参照設定(P38)」に記載されています。
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｢農地情報管理パネル｣が表示します。②

情報の入力・編集が出来ます。更新する場合は
｢データベース更新｣ボタンをクリックします。

データベースの情報をExcelに出力します。

接続キー

｢図形プロパティ｣タブを選択すると、｢インポート｣される

属性を確認することが出来ます。
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12.2.図形へ｢インポート｣データベースへ｢エクスポート｣する

・選択図形の｢ユーザ属性｣に｢データベース｣の情報をインポートします。

③

図形を選択します。

｢インポート｣コマンドボタンをク
リックします。

確認メッセージが表示されるの
で、｢はい｣を選択するとデータ
ベースの情報がユーザ属性に取り
込まれます。

①

②
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・選択図形の｢ユーザ属性｣を｢データベース｣にエクスポートします。

②

③

図形を選択します。

｢エクスポート｣コマンドボタンを
クリックします。

確認メッセージが表示されるの
で、｢はい｣を選択するとユーザ属
性がデータベースに出力されま
す。

①
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12.3.データベース情報を利用して検索する

12.4.図形とデータベースとの接続状態を確認する

①

②

｢データベース検索｣コマンドボタンを
クリックします。

｢データベース情報の検索｣パネルが表
示します。

条件を設定し｢検索開始｣ボタンをク
リックします。

行を選択し｢表示｣ボタンをクリックす
ると、該当図形を画面の中央に表示し
ます。

①
｢データベース検索｣コマンドボタンを
クリックします。
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③

②
｢接続チェック｣タブを選択します。

全て(色分け)を選択し｢検索開始｣ボタ
ンをクリックします。

｢検索結果｣欄にレコードが表示されま
す。

接 続 ： 図形と接続済みのレコードのみ表示

未 接 続 ： 図形と接続されていないレコードのみ表示

全て(色分け)： 全てのレコードを色分けして表示
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１３．関連ファイルの登録・参照

施設属性に関連ファイルとして、｢ファイル｣や｢フォルダ｣の登録・参照が行えます。

13.1.関連ファイルを登録(変更)する

①

値の欄をクリックします。

②

登録するフォルダまたはファイルを指定し
ます。

｢相対パス｣または｢絶対パス｣を選択しま
す。

｢閉じる｣をクリックします。

本機能を利用するためには事前に接続設定が必要です。

設定方法は17.その他 17.2関連ファイル機能の追加(P42)」に記載されています。
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③

｢更新｣ボタンをクリックします。

関連ファイルを削除する場合は｢クリア｣ボタンをクリックします。
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13.2.関連ファイルを参照する

①

｢属性パネル｣を表示します。

関連ファイル名が表示されている属性欄を
クリックします。

②

｢表示｣ボタンをクリックすると関連ファイ
ルが表示されます。
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１４．印刷

14.1.テンプレート印刷

①

②

｢印刷｣コマンドボタンをクリックします。

各種設定をします。
　・テンプレート選択
　・スケール指定
　・角度設定

｢テンプレート配置｣ボタンをクリックしま
す。

③

地図上をクリックすると編集画面が表示し
ます。

図形の作図が出来ます。
　・ポイント
　・テキスト
　・ライン
　・エリア
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｢印刷｣ボタンをクリックするとプリンタの
設定画面が表示されます。

注意：

テンプレートの編集を行った後、印刷を実行する前に必ず｢領域表示｣ボタン をクリックして全体を表

示させてください。

作図のスタイルは｢環境設定｣で行います。
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１５．連続印刷

15.1.連続印刷の図郭を作成する

ここでは、｢用紙：Ａ４横｣に｢縮尺：５００分の1｣で印刷する場合の例を示します。

・印刷用紙のフォトサイズを調べる

・図郭用のオーバーレイを作成しカレントに設定する

①
｢印刷｣コマンドボタンを実行しテンプレー
トを｢A4横｣に設定して適当な位置に配置し
ます。

②

テンプレートの内側の枠内にカーソルを合
わせて右クリックし｢プロパティ｣をクリッ
クします。

｢フォトのプロパティ｣パネルで｢ジオメト
リ｣を選択し｢Ｘ方向サイズ｣と｢Ｙ方向サイ
ズ｣をメモします。

｢キャンセル｣や｢閉じる｣で終了します。

・Ｘ方向サイズ：０．２４９

・Ｙ方向サイズ：０．１３３
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①

②

｢新規オーバーレイ｣パネルが表示されるので、｢
内部データセット｣を選択し｢次へ｣をクリックし
ます。

オーバーレイ｢ユーザ図形｣を右クリックし｢オー
バーレイ追加｣をクリックします。
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｢オーバーレイノート｣が表示されるので｢ＯＫ｣
をクリックします。

③

オーバーレイの名称を入力して｢完了｣をクリッ
クします。

④
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｢ユーザ図形｣の最下位にオーバーレイが作成さ
れるので右クリックし｢カレントに設定｣を選択
します。

⑤
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・エリア(長方形)を作図する

①

②

メインメニューの｢作図｣→｢2D図形｣→｢四角｣を選択し
ます。

｢Enter｣キーを押すと｢四角形作図パネル｣が表示されま
す。

ＸサイズとＹサイズに縮尺に応じた値を入力します。

・縮尺500の場合
　Ｘサイズ：0.249×500＝124.5
　Ｙサイズ：0.133×500＝66.5

｢閉じる｣をクリックします。

地図上を２点クリックして図形を配置します。

複数の図形を隣接させて配置させる場合に、先に配置した図形の頂点を１点目とすると、隣

接する図形の間に隙間が無く配置することが出来ます。
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１点目を頂点にする

複数の図形を隣接させて配置させる場合に、先に配置した図形の頂点を１点目とすると、隣

接する図形の間に隙間が無く配置することが出来ます。

１つ目の図形 １つ目の図形

２つ目の図形

隙間無く配置できる

マウスカーソルの上に｢Ｖ頂点｣と表示されている状態でク

リックすると確実にヒットされます。
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15.2.連続印刷を実行する

｢連続印刷｣コマンドボタンをクリックしま
す。

郭 バ を 定 す

①
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｢印刷｣ボタンをクリックして実行します。
⑧

図郭のオーバーレイを設定します。

｢図郭番号属性｣欄に｢_id&｣と入力して｢イ
ンデックスマップとして確定｣ボタンをク
リックします。

スケールを｢500｣に設定し｢スケールを摘
要｣ボタンをクリックします。

④
テンプレートを｢Ａ４横｣に設定します。

図面番号を表示させる場合は｢表示｣に
チェックします。

印刷する図面を選択します。

②

⑥

⑦

③

⑤
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１６．環境設定

｢環境設定｣ではシステムの動作環境を設定します。

16.1.「作図/編集」タブ

｢属性パネル｣のボタンの色を設定します。②

①
①

②

③

エリア作図・ライン作図で｢作図パネル｣を
表示するかしないかの設定をします。

クリックした位置から｢１ｍ｣

の範囲内で図形の｢原点｣を

基準に図形が検索され、｢属

性パネル｣が表示されます。
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16.2.「検索」タブ

システム起動時に｢住所検索パネル｣を表示
するかしないかの設定をします。

検索で指定値を超えると確認メッセージが
表示されます。

③

②

③ データベース検索でリスト検索の基準値を
設定します。

③ ｢施設属性表示｣ボタンから図形を選択する
ための基準距離を設定します。

①

②

①
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16.3.「印刷」タブ

16.4.「強調表示」タブ

⑤ ナビゲーションウィンドウの四角形の強調
表示設定をします。

⑤

② 情報表示時のスタイルを設定します。

③ 検索結果を表示した際のスタイルの設定を
します。

④ ナビゲーションウィンドウの四角形の表示
設定をします。

④

① 情報表示時に強調表示をするかしないかを
設定します。

①

②

③

｢テンプレート編集パネル｣での作図スタイ
ルを設定します。①

①
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16.5.「履歴」タブ

① 履歴をとるかとらないかの設定をします。
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16.6.「バックアップ」タブ

16.7.「全般」タブ

①

②

① ツールバーのリセットを行います。

② ｢傾斜計測パネル｣の｢標高差｣と｢水平距離｣
の桁数を設定します

⑤ 保存時にバックアップとして作成される
SWDファイルの数を設定します。

①

②

③

④

② エクスポート
バックアップとして作成されるAccessファ
イルの数を設定します。

③ インポート・エクスポート
作成されるログファイルの数を設定しま
す。

④ 属性出力時にバックアップとして作成され
るAccessファイルの数を設定します。

① インポート
バックアップとして作成される図形データ
ファイル(SWD/BDS)の数を設定します。
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16.8.「ＳＩＳ環境設定」タブ

②

③

システムの環境設定を行います。

の桁数を設定します。

③ ｢断面図作成パネル｣の｢標高｣の桁数を設定
します。
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１７．その他

17.1.データベースの参照設定

地図の｢農地｣について、データベースの｢大字｣と｢地番｣をキーとして接続する方法を示します。

・接続するデータベース名は｢農地情報管理.mdb｣とします。

・オーバーレイノートを実行し｢管理名称｣を設定します。

①

｢農地｣を選択しローカルメニューの｢オー
バーレイノート｣を選択します。

②

｢管理名称｣を入力します。

｢OK｣ボタンをクリックします。

- 38 -　

・参照ボタンを追加します。

①

｢農地｣を選択しローカルメニューの｢属性
テーブル編集｣を選択します。

｢追加｣ボタンをクリックします。

確認メッセージが表示されるので｢はい｣を
選択します。
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・データベース接続設定を行います。

③

項目に｢農地管理情報｣と入力します。
｢閉じる｣ボタンをクリックします。

①
｢テーブル一覧｣コマンドを実行します。

②

｢S_データベース接続管理｣を選択し｢追加｣
ボタンをクリックします。

②

リストから｢ShowDatabaseButton&｣を選択し
｢←｣ボタンをクリックします。

｢S_データベース接続管理テーブル｣の設定
(キャプション名)と同一名称
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1.オーバーレイ管理名称をリストから選択します。

2.キャプション名称を入力します。

3.参照するデータベースを指定します。

4.参照するテーブルまたはクエリを指定します。

5.｢C_テーブル自動作成｣ボタンをクリックします。

6.作成した｢C_テーブル｣を指定します。

7.｢出力フラグ｣｢取込フラグ｣｢情報表示フラグ｣の設定をします。

8.操作権限を設定します。

9.全ての設定が終わったら｢OK｣ボタンをクリックします。

③
追加されたレコードを選択し｢詳細設定｣ボ
タンをクリックします。

④
1

2

3

4 5

6

7

8
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1.｢大字｣と｢地番｣の｢接続キー｣にチェックをし、｢プロパティ｣に図形のユーザ属性を入力します。

⑤

2.｢インポート｣または｢エクスポート｣する場合は｢プロパティ｣の入力と｢取込フラグ｣｢出力フラ
グ｣にチェックします。

プロパティ名は図形を選択しローカルメ

ニューの｢プロパティ｣から確認する。
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・｢属性パネル｣からデータベースを参照します。

｢属性パネル｣を表示し｢農地情報管理｣ボタンをクリックするとデータベース情報が表示されます。

①
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・まとめ
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データベースの値をインポートする場合にチェックする。

図形の値をエクスポートする場合にチェックする。
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17.2.関連ファイル機能の追加

関連ファイル表示ボタンを｢属性パネル｣に追加します。

①

｢農地｣を選択しローカルメニューの｢属性
テーブル編集｣を選択します。

｢追加｣ボタンをクリックします。

確認メッセージが表示されるので｢はい｣を
選択します。

②

リストから｢_URI$｣を選択し｢←｣ボタンをク
リックします。

③

項目に｢関連ファイル｣と入力します。
｢閉じる｣ボタンをクリックします。
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④

｢属性パネル｣にボタンが追加されます。

③

- 42 -　



電話 ：０４３－２４１－７７４５

　このマニュアルまたはシステムの操作方法・機能などにご不明な点がある場合に
は、下記にお問い合わせ下さい。。

受付時間は、月～金（祝日、祭日、年末年始を除く）午前9時から午後5時
までとなります。

水土里ネット千葉（千葉県土地改良事業団体連合会）

会員支援センター　水土里情報推進係

FAX ：０４３－２４８－２５７４

E-Mail ： zyohoukanrisitu@chibadoren.or.jp

までとなります。




